
和田地区のお寺紹介(廃寺)①です。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

                                 

                                                                                                                                                                                       

 

 

下和田にある地名で現在

は水田になっている。 

八王寺という字地の下タ

で、家古屋城山の山麓であ

る。付近には、堂庭、清水

ヶ溢、横屋田、風呂ヶ溢、

湯元、八王寺、大元ヶ溢、

門畠、門尻、堂屋敷等の自地名もある。 

そして願成寺という字地には、昔寺があったという伝承がある。明治 30 年前後

に長山繁太、その他が田晋請（開田）をした時、磁石と思われる石をとり除いて附近

に積みあげたという。特に大きい一石は今なお田の中に残っているという。 

 この付近一帯は自然石のないところであるが、かつての墓石ではなかったかと思

われる小さい石塊が多くあり、判定困難なまでに風化してしまった宝篋印塔の頭部

らしいものもこの石塊中に散見される。 

八王寺はかつての立派な屋敷であったと思われ、今椎の木が繁っている。ここに若

宮か、寺があったらしい。その近くに寺田と呼ばれる田がある。八王寺よりやや上ミ

にある湯元という地名の田の附近や風呂ヶ溢にも野面石の墓石らしいものがある。 

地形からみても、この近くにかつて、家古屋城に関係ある集落があったとも考えら

れる。                       （旭町誌上巻より抜粋） 

つぬです！ 
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暖かい日差しや、春の花々を見ていると、心がウキウキしてきますね！ 

今年は正面玄関で、お雛様たちが（3/23～4/19 予定）、皆さんと出会える

のを楽しみに待っています。ぜひ、お越しくださいね。 （つぬ） 

（つぬ） 

 

【願成寺(和田)】 

 

現在の 願成寺辺り の風景 



 

★続いては和田地区に伝わる伝説のコーナーです★ 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

本郷川と重富川が合流して 1 つになった始めての渕はエサになる魚も多いいので

ここを離れる事など考えていなかった。彼等は人間に徹底的に壊されておられんよ

うになるのが恐い。だから、昼間も気付かれないように目立たないように生きて、 

昼間 投げ込まれた石は、夜せっせと川下へ捨てに行く。どんなに大きな石でも水中

のカッパにとったらへっちゃらの訳ない仕事 

だった。だから渕が浅くなるはずがなかった。 

今でゆう「ひきこもり」カッパのようなもの

か？ それからも「不思議な渕だ」と云うばかり

で時はすぎ…今にいたる。 

 この渕は本郷方面を木田へ抜ける田所・国分

線で以前はバスも通っていた「下本郷橋」の下

の渕で今も青あおとした底無しの深いよどみ

をみせて流れている。( 文・絵 佐々岡健次 )  

ありがとう 明るい笑顔 感謝の気持ち 

前回のお話は、本郷の川には「エンコウが居る」と云われる不思議な渕が

ある。エンコウがおられんようにと、皆で石を ドッボ～ンドッボン と投げ

込んだ。しかし、いくら投げ込んでも 中々渕は埋まらない。 

「どうなっているんだ？ 底無し渕か！ 誰かもぐってみんか？」 

… だれも、そんな気になる者は居無かった。と、いうところでしたね。  

さあ、続きをどうぞ！ 

本郷川 と 重富川 の合流地 

アトランタ国際空港での朝焼け  



  

 

 

こんにちは。今日は、私が日常生活の中で気づいた、アメリカの異なった生活習慣に

ついてのお話しです。一番の大きな違いは？と言うと、アメリカ人の食べるハンバー

ガーやステーキ、ピザは非常に大きく、食べきれないほ

どの量だということです。また、スーパーで売られてい

る牛乳やバターも写真の通り、巨大サイズです。不思議

なことに、こんな 1 ガロン

（3 . 8 リットル）の牛乳も

数日のうちに家族で飲み干

すのですからビックリで

す。また、交通ルールの違いも興味深いです。子どもた

ちの乗る学校のスクールバスは、アメリカ全土で共通

な“黄色”ですが、子どもたちの登下校中は、学校の付

近 2 キロくらいはどの車も皆、20 キロ弱の徐行をす

るという決まりがあります。また、子どもたちがスクールバスを乗り降りする際は、

二方向とも車は完全に止まり、スクールバスが走り出すまで待たなければなりませ

ん。これらを違反すると罰金もあります。 

そして、私がこちらでまだ慣れないなと感じるのは、

相手のことを下の名前で呼ぶことです。私よりも年上

で尊敬する患者さんに向かって、「ジェニファー！」

などと馴れ馴れしく呼び捨てにするのは、申し訳ない

ような気がするのです。日本のように“さん”をつけ

ると失礼がないんだけどなぁ、とドキドキすることが

まだあります。しかし、ほとんどのアメリカ人は、ミスターやミセスなどと呼ばれる

ことを嫌がり「ボクのことはマイクって呼んでね！苗字で呼ばれるのは堅苦しく感

じるから。」と伝えてくださいます。それでも、私の親ほども違う年上の方を下の名

前で呼ぶことによって、話しているうちに友達のような感覚になり仲良くなるのは

良い点だと思います。しかし、日本の病院で看護師が患者さんを「ヘイ！とおる！」

なんて呼んだら、大問題になるんじゃないでしょうか、笑。 

まだまだ他にも面白い違いはあるのですが・・・それは、またの時にしましょう！ 

どうか、引き続き皆さまもお身体には気をつけてお過ごしくださいね！ 

（文・写真 教子ウィムセット） 

教子ウィムセットの海外便り 第 10 回 

 

  



 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭中学校 3年 岡本陽菜さん（和田）がこの度、犯

罪を犯した人の社会復帰を呼びかける「社会を明る

くする作文」で、8 万 2491 点の応募の中から優秀

賞（2 席）を受賞されました。 

月に 1 回、給食で食べるコッペパンの製造をしてい

る訓練生と、手紙での交流を通し、更生を目指す人

に対する社会の視線が厳しい現実に「誰もが手を差

し伸べられる環境を」と、作文にまとめられました。 

 

 

この度、旭小学校で行われた【名人さんの話しを聞こう】では講師として、 

「アユ釣り名人」八戸川漁業のすま田組合長さんが、きれいな川がアユにとって大切なこと。 

「神楽名人」本郷社中の岩谷欣吾さんは、石見神楽に対する思いや歴史を実物を使いながら 

4 年生 29 名に話されました。この授業を通し、地域の大切な宝、八戸川や石見神楽に興味を

持ち、守ってほしいです。1 年生 14 名は、めんこや竹とんぼなど、昔あそびを行いました。

上手に出来るポイントを教えて頂き、何度もチャレンジしていました。 

 

 

次は 

神 楽 名 人 

アユ釣り名人

名人 

昔あそび 

アユを釣る時の仕掛

け作りに挑戦！ 

神楽面や衣装に直接触れ、子供達は大喜び 


